
科学的に探究する意欲を高める
学習の支援と評価

～自由研究における学びの実践と評価～

奈良市立登美ヶ丘中学校 山根清加



はじめに

奈良市立登美ヶ丘中学校

・全校生徒は３３６名
（鶴舞小・平城西小・東登美ヶ丘小）

・学びの共同体「学び合い」



はじめに
「学び合い」
・男女混合の４人班で学習課題に取り組む
・１年に３回の公開研究授業



はじめに
「科学的に探究する力や態度の育成」
学習指導要領より
・理科の学習は、自然の事物・現象を生徒が自ら
調べ、事実を確認することから始まる。
・地域や学校の実態に応じて野外観察を行うこと
も重要である。自然を直接観察し、自然の事物・
現象の中から生徒自身で問題を見出すことにより、
探究する活動を効果的なものとすることができる。



はじめに

校外学習（１１/１９）に向けて
奈良公園の自然についてロイロノートに調べ学習
→発表



はじめに

「科学的に探究する力や態度の育成」

学習指導要領より
・科学的に探究する力は、具体的な問題に取り組
み、それを解決していく活動を通して身に着けて
いくもの。



はじめに

「科学的に探究する力や態度の育成」

学習指導要領より
見通しをもって観察、実験を行い、得られたデータ
を分析して解釈し、適切な判断を行うような経験を
させることが重要。
（課題の設定，実験計画と実施，器具などの操作，記録，
データの処理，モデルの形成，規則性の発見など）



はじめに 令和６年度奈良市理科部会での調査より

Q.「科学的に探求する学習」として、各校で行って
いることを教えてください。

・自由研究 ・実験の考察・感想（探Qシート）
・班での実験の計画・考察をグループで深めさせる。
・授業プリント内に授業のテーマに沿ったコラムを入れ、
個々人の調べ学習などでの探求活動は行っている。
・調べ学習（ゲーム・マンガなどの創作物内での現象の検証など）。
・各単元にて学習した内容を、身近な現象と照らし合わせて問題提起。
ノートの工夫（自主的に調べたり、疑問点などを書き込む）。



はじめに 令和６年度奈良市理科部会での調査より

Q.どのような方法で評価をされていますか？
・実験レポート・探Qシート（項目に則って評価）
・あらかじめ点数化するための基準を伝えてある自作教材
・ノートの片側をまとめや調べ内容を自分で書き込む。
・授業プリントを提出させたときに、提出点の中に含んで評価
している。
・ロイロノートのスライド（①画像を入れ、見やすいスライドに
なっているか。②考察を行えているか③参考文献を載せて
いるか。④私にしか知らないような豆知識を入れているか。）



はじめに

中学校の学習の集大成として、
「新しいエネルギーを作ろう」
「便利な生活を実現する新しい器具の開発」

今までなかったエネルギー、機器を製品化した会
社を起こそうとグループで考える時間をとる。

令和６年度奈良市理科部会での調査より



はじめに

目的意識をもって主体的に取り組ませるための支援

・「無理だ」とか、「できるわけがない」は禁句。
どの分野であっても、何でもやってみようとい
う発想で行う。

→会社を起こすために、それぞれ役員になり、
会社のロゴを考えたり、専務や社長になったり、
かなり楽しんで取り組む姿がみられます。

令和６年度奈良市理科部会での調査より



はじめに
今までの商品概要

・全国に張り巡らされた幹線道路（高速道路）の
下に太陽電池を埋め込み発電させる機器の開発

・人が移動するエネルギーを電気に変える機器を
備え付けた靴の開発

・シャープペンシルに組み込まれた植物の光合成
を利用する

・高層ビルのトイレで出されたもののもつ位置エ
ネルギーの利用

令和６年度奈良市理科部会での調査より



はじめに

・広い視野で、他の意見を取り入れて、話し合い
を重ねる。

・情報を収集し、改良しているかを段階を追って
資料の記録を残し、変化をみていく。
・他の生徒からの評価も活用商品プレゼンを蜘
蛛の巣グラフ（レーダーチャート）で評価する。

（商品説明、科学との連携、わかりやすさ、生活
に密着した工夫、SDGｓとの関連など）

令和６年度奈良市理科部会での調査より



はじめに

科学的に探究する学びの実践として、
「自由研究」が生徒のいかなる学びにつながって
いるのか、いかなる課題があるのか、評価を試みる。

「科学的に探究する力や態度の育成」



はじめに 令和６年度奈良市理科部会での調査より

Q.今年度、夏休みの宿題等で「自由研究」を
出されましたか？



はじめに 令和６年度奈良市理科部会での調査より

Q. 何年生を対象に出されましたか？



はじめに
「科学的に探究する力や態度の育成」

令和６年度奈良市理科部会での調査より

Q.「自由研究」で、生徒つけてほしい力は？
・身近なことに興味・疑問を持つ力（自主的に学ぶ意欲）
・仮説を立て、検証する力 ・論理的考察力
・研究方法・計画など見通しを持って取り組むこと。
・文章やグラフを用いてまとめる力（表現する力）
・探求する力（①情報を収集する力②収集した情報を発信する力

③創造する力（クリエイティビティー））



本校での自由研究の実践報告

実施方法

・本校１年生（119名）を対象に、
夏休みの宿題として設定。
・学級での発表会の実施と文化
発表会での展示発表を告知。



本校での自由研究の実践報告
実施方法

課題の設定

実験計画と実施，
器具などの操作



本校での自由研究の実践報告
実施方法

記録，
データの処理

モデルの形成，
規則性の発見



本校での自由研究の実践報告

自由研究発表会

・班（４人）で１人３分程度で発表する。
・班員は発表を聞いて、１人１つ質問を考える。
発表後、評価シートに記入をし（６つの項目のうち、
あてはまるものに〇をつける）、感想を書いて渡す。

↓
班の代表者が、全体（クラス）で発表する。



本校での自由研究の実践報告
評価基準
①身近な現象に着目し、自分の興味・関心に基づいたテー
マを設定している。
②実験・観察を再現性のとれる方法で行っている。
③実験・観察データから得られた事実を正確に書いている。
④比較・対比をしっかりとしながら考察をしている。
⑤複数の文献やWebを参考にし、しっかりと調べている。
⑥図，表，写真，色などを使い分け、読み手を意識した構成
になっている。



本校での自由研究の実践報告

自由研究発表会のようす



本校での自由研究の実践報告

（動画）



本校での自由研究の実践報告

文化発表会（９/１３）での展示・見学のようす



本校での自由研究の実践報告

文化発表会（９/１３）での展示・見学のようす



実践を終えて、改善点等
相互評価シート



実践を終えて、改善点等
相互評価シート



実践を終えて、改善点等

アンケート調査の実施方法

実施時期：発表会を終え、自由研究が一通り
完了した頃。

実施方法：Googleフォームを用いたオンライン
調査。



実践を終えて、改善点等
アンケート調査の結果

Q.自由研究の作品にどれくらい満足しているか



実践を終えて、改善点等
Q.自由研究に取り組むなかで、難しいと感じたこと

（複数回答可）



実践を終えて、改善点等
Q.自由研究に取り組んだことで自分についたと思う力

（複数回答可）

※



実践を終えて、改善点等

〇生徒全体
・（難しいと感じた）実験テーマを決めること
→（力がついた）身近なことに興味や疑問をもつ力
・（難しいと感じた）結果を言葉でまとめること
→（力がついた）結果を図や表、言葉でまとめる力

↓
難しいと感じたことは、そう感じながらも自分なりに取り
組んだことによって、力がついたと実感できている様子。



実践を終えて、改善点等

・満足していない，全く満足していない
低満足度の生徒は、
全体の約９．７％（１１人/１１４人）

↓
科学的に探究する意欲を高められるよう、
支援を考えたい。



実践を終えて、改善点等
Q.自由研究に取り組むなかで、難しいと感じたこと

（複数回答可）



実践を終えて、改善点等
Q.自由研究に取り組んだことで自分についたと思う力

（複数回答可）

※



実践を終えて、改善点等

〇低満足度の生徒
・難しさを感じながらも、身近なことに興味・関心をもち、
研究テーマを決定することができた。また、テーマに対して
仮説も設定することができた。
・しかし、テーマ（目的）に沿った研究計画を自分で立てる
ことが難しく、計画した実験等は行ったが、その方法で良
かったのか等（振り返り）を考えることも難しくなったので
はないか。



実践を終えて、改善点等

課題の設定

実験計画と実施，
器具などの操作 （つまづき）

〇低満足度の生徒



実践を終えて、改善点等

〇低満足度の生徒を含め、全体にできる支援
・（これまで）実験方法を教師が一方的に説明。
→授業で実験をする際にも、目的に沿った実験計画を
生徒が考える時間を設ける。
・結果や考察などを、言葉でまとめることも大切にする。
・様々な実験器具を知り、その扱いを学ばせていく。
→身のまわりのものを工夫して活用するアイデアを広
げることにつながる。



実践を終えて、改善点等
〇低満足度の生徒
・「他の生徒に研究内容を発表すること」が難しい。
Q.他の人の発表から、どんなことを学びましたか？
・身近なものに疑問を持って研究する大変さと大切さと凄さ。
実験したい内容に沿って、実験計画を立てれる凄さ。
・熱意。もう少し、結果を詳しく書いたりしたほうが良かった。
・研究結果がどうなるかを予想し、結果が自分の考察とどのよう
に違ったかをまとめる流れ。
・図やグラフ、写真がある人のほうがよりわかりやすくなる。
⇒他者の発表を聞いて、自分の作品と比較し、気付きを得ている。



実践を終えて、改善点等
〇高満足度の生徒
Q.他の人の発表から、どんなことを学びましたか？
・結果や考察を図や表をかいて比較したりすると、相手に伝わり
やすくなるということを学んだ。実験の方法で写真やイラストを
書くと相手も簡単に同じ実験ができるということが分かった。

・発表するときに自由研究の紙をそのまま読むのではなく、聞き
手が「わかりやすい」と思うように自分の言葉で表現すればいい
ということを学んだ。

・どんな些細な疑問でも面白い自由研究にすることができるとい
うこと。



実践を終えて、改善点等

低満足度・高満足度に関係なく、同じ学級の仲
間の発表や意見交流はいい刺激となっていた。

↓
生徒間で他者の研究の面白さ、新しさを発見し
合える、前向きな研究交流の場を設けることは、
生徒の主体的な研究活動を強力に支援する場
であった。



実践を終えて、改善点等
満足度が低い生徒や学びを見出せない生徒

↓（支援の方法）
探究活動における成果を可視化する。
研究活動の過程をまとめていくうえで
行ったこと，その結果気づいたこと，
見つけたことなど、それ自体に肯定的な
評価を言葉で書いて、返していきたい。



実践を終えて、改善点等

今後は、来年度また自由研究の課題を出したと
きに、生徒が今年度よりもステップアップした作
品を作れるよう、日々の理科でも「科学的に探
究できる意欲」を高められるような授業づくりを
目指していきます。
ご清聴ありがとうございました。
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